


 

はじめに 

                        
  
  
 香芝市は、二上山をはじめとした緑に恵まれ、８つの鉄

道駅や西名阪高速道路など交通の便に優れており、大阪中

心部へのアクセスの容易さ等の要因により、住宅都市とし

て発展してきました。全国的に人口減少時代に突入するな

か、本市は未だに人口増加し続けている県内では数少ない

自治体です。 
しかし、本市においても少子高齢化は進んでおり、将来、訪れる本市の人口減少時

代を見据えたまちづくりの必要があります。そのために、都市活動に必要な基盤整備、

街並みの形成、自然環境の保全など、健全な発展と秩序ある整備を計画的かつ効率的

に図り、限りある財源や資産を工夫して活用するなど、まちの魅力の向上に向けた取

り組みが、今後一層重要と考えております。 
こうした認識のもと、このたび、本市の都市づくりのあり方を整理し、基本的な方

針として「香芝市都市計画マスタープラン」を策定いたしました。 
策定にあたりましては、市民アンケート調査、学識経験者等による策定委員会、素

案に対するパブリックコメントなどを参考に、前回の都市計画マスタープランの見直

しをしております。 
 今後、本市の都市計画の羅針盤とも言えます本マスタープランのもとで具体的な施

策を進めてまいりますが、人口が増加し成長し続ける街らしく、従来にない発想と創

造力を持って、持続可能な街をめざし、市民目線の改革、改善に取り組み、「誰もが憧

れる、住みよい美しい街・香芝市」と感じていただけるような街づくりに全力で尽く

して参ります。 
結びに、本マスタープラン策定にあたりまして、貴重なご意見をお寄せいただきま

した市民の皆様並びに策定に携わっていただきました多くの関係者の皆様に心からお

礼申し上げます。 
 

平成３０年３月 香芝市長 吉田 弘明 
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Ⅰ 都市の現状と動向 
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（5）産業 

 本市の産業就業者は３２，４３０人（平成２７年

国勢調査）でサービス産業を中心とし、第 1 次産

業が特に低い就業構造となっています。 

 本市の中心産業である卸売・小売業、飲食店、製

造業の事業所、従業者はともに減少しています。 

 経営耕地面積は都市化とともに著しく減少して

います。 

 平成２６年の製造品出荷額は３１４億６００万

円（工業統計調査）で、平成２１年（２９９億３，６００万円）以降、増加していまし

たが近年減少しており、奈良県の市のなかでは低い位置にあります。 

 平成２６年の年間商品販売額は５４７億８，１００万円（商業統計調査）で、平成１

９年から減少傾向にあります。人口増に伴う高い購買力を有しているものの、受け皿と

なる商業基盤が不足しています。 

 本市には、県の天然記念物であるどんづる峯や旗尾池、阿日寺など豊かな自然や歴史

遺産など多くの観光資源がありますが、その利用者は横ばいの傾向にあります。 

（6）土地利用 

 本市の土地利用は山林、宅地の割合が高くなっています。また、近年、農地、山林の

減少が著しく、宅地、道路に転換されていることがうかがえます。 

 土地利用面積割合（平成８年度、平成１５年度、平成２６年度都市計画基礎調査）の

推移をみると、市街化区域では山林、農地が大きく減少し、逆に宅地は増加しています。

また、大阪に近い立地条件と住宅地価の割安感が大きな魅力となり、志都美周辺、二上周

辺地区、五位堂周辺地区などで大規模な住宅団地などの宅地開発が進んでいます。また、

市街化調整区域の土地利用は田、山林が減少し、宅地などが増加しています。 

 市街化区域面積の割合（平成２６年度都市計画基礎調査）は、奈良県都市計画区域で

３番目に高く、用途地域は住居系用途地域が市街化区域の約８５％を占めています。県

平均と比較して商業系用途地域の割合が低くなっています。 

 本市の豊かな緑や景観などを保全するため、都市計画法やその他関連法・条例に基づ

く地域・地区指定が行われています。 
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（2）将来の香芝市に必要な整備 

１）全体 
 「安全で快適な歩行者道や自転車道の整備」が３７．１％と最も高く、次いで、「鉄道

やバスなどの公共交通の充実」「身近な生活道路の整備・改善」「介護施設や保育所など

の福祉施設の整備」「高齢者や障がい者などが通りやすい歩道などの整備」が上位５位

を占めています。このうち、３位までが道路・交通に関する項目であり、道路・交通に

対する関心の高さがうかがえます。 

２）居住地別 
 五位堂周辺地区、二上周辺地区は、「身近な公園やスポーツ公園の整備」が上位に上が

っています。また、二上周辺地区は、「鉄道やバスなどの公共交通の充実」が１位とな

っており、その他両地区ともに「小・中学校における施設の改善」が比較的高くなって

います。 

 関屋周辺地区は、全体では割合が低い「下水道の整備」が３位と高くなっています。 

 志都美周辺地区は、「鉄道やバスなどの公共交通の充実」が１位となっています。 

 鎌田・三和周辺地区は、「身近な生活道路の整備・改善」が１位となっています。 

３）年齢別 
 １０歳代、２０歳代では、「鉄道やバスなどの公共交通の充実」の割合が高く、１０歳

代では、特に「商業地の整備・改善」の割合が高くなっています。３０歳代、４０歳代

では、「安全で快適な歩行者道や自転車道の整備」の割合が高く、１０歳代、２０歳代、

３０歳代、４０歳代では、「身近な公園やスポーツ公園の整備」の割合が高くなってい

ます。 
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（4）自由意見 

 自由意見で最も意見が多かったのは道路・交通で６１４件（４２．８％）、次いで、福

祉１２１件（８．４％）、まちづくり全般１０５件（７．３％）、産業１０２件（７．１％）、

公園・緑地８５件（５．９％）、公共交通７８件（５．４％）、生活環境６３件（４．４％）

などとなっています。 
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1.2% 

2.5% 

1.8% 

0.6% 

4.0% 

5.8% 

1.9% 

3.7% 

3.8% 

3.2% 

4.8% 

30.0% 

凡例

全体（n=1133）

下田周辺地区（n=225）

五位堂周辺地区（n=264）

二上周辺地区（n=164）

関屋周辺地区（n=80）

志都美周辺地区（n=222）

鎌田・三和周辺地区（n=168）

無回答（n=10）

市
（行
政
）が
中
心

に
な
っ
て
進
め
る

住
民
と
市
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
る

住
民
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
る

そ
の
他

無
回
答

Ⅰ 都市の現状と動向 
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 ５０歳代、６０歳代、７０歳代以上では、「介護施設や保育所などの福祉施設の整備」

「高齢者や障がい者などが通りやすい歩道の整備」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）まちづくりの進め方について 

１）全体 
 まちづくりの進め方は「住民と市が一体となって進める」が７８．９％と突出してお

り、多くの市民が住民と行政による協働のまちづくりを望んでいることがうかがえます。 

２）居住地別 
 「住民と市が一体となって進める」は二上周辺地区が８２．３％と最も高く、その割

合が比較的低い下田周辺地区（７５．６％）では、「市（行政）が中心となって進める」、

志都美周辺地区（７７．９％）では、「住民が中心となって進める」の割合が相対的に

高くなっています。 

３）年齢別 
 ６０歳代で「住民と市が一体となって進める」の割合が特に高く、「住民が中心となっ

て進める」の割合は１０歳代、２０歳代、３０歳代の割合が高くなっています。 

 一方、「市（行政）が中心に進める」は１０歳代、２０歳代、３０歳代で多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

16.9% 

18.2% 

13.6% 

17.1% 

22.5% 

21.2% 

11.9% 

20.0% 

30.0% 

27.1%

32.6% 

23.8%

43.8% 

21.2% 

42.3% 

10.0% 

30.4% 

29.8% 

23.9% 

30.5% 

22.5% 

48.2% 

22.0% 

20.0% 

14.2% 

14.2% 

8.7% 

20.1% 

33.8% 

9.0% 

15.5% 

5.7% 

7.1% 

7.2% 

7.3% 

4.1% 

5.4% 

13.6% 

11.1% 

15.2% 

16.5% 

16.3% 

11.3% 

13.1% 

20.0% 

2.0% 

1.3% 

2.7% 

1.8% 

2.7% 

2.4% 

8.2% 

9.8% 

11.0% 

9.1% 

5.0% 

5.4% 

6.5% 

3.8% 

2.7% 

6.4% 

1.8% 

1.3% 

2.3% 

6.5% 

19.6% 

17.8% 

20.8% 

27.4% 

18.8% 

19.4% 

13.1% 

20.0% 

6.5% 

6.7% 

5.3% 

6.7% 

6.3% 

8.1% 

6.0% 

10.0% 

37.1% 

46.2% 

37.5% 

29.9% 

18.8% 

41.0% 

35.7% 

20.0% 

26.6% 

25.8% 

25.0% 

23.8% 

35.0% 

24.3% 

32.1% 

20.0% 

20.1% 

20.0% 

15.9% 

15.2% 

21.3% 

23.9% 

27.4% 

11.7% 

12.0% 

15.9% 

15.2% 

10.0% 

6.8% 

8.3% 

20.0% 

10.2% 

13.3% 

10.2% 

11.0% 

8.8% 

11.7% 

4.2% 

7.1% 

7.6% 

7.2% 

6.7% 

3.8% 

6.8% 

7.7% 

20.0% 

4.9% 

3.1% 

6.4% 

5.5% 

2.5% 

6.8% 

3.0% 

16.3% 

15.1% 

17.0% 

13.4% 

15.0% 

16.2% 

20.8% 

10.0% 

4.9% 

3.6% 

4.5% 

7.3% 

2.5% 

4.5% 

6.0% 

10.0% 

1.7% 

1.3% 

3.0% 

1.8% 

2.5% 

0.9%

0.6% 

1.0% 

0.4% 

0.8%

0.6%

2.5% 

1.2% 

30.0% 

凡例

全体（n=1133）

下田周辺地区（n=225）

五位堂周辺地区（n=264）

二上周辺地区（n=164）

関屋周辺地区（n=80）

志都美周辺地区（n=222）

鎌田・三和周辺地区（n=168）

無回答（n=10）

国
道
や
県
道
な
ど
の
幹
線
道
路

の
整
備
・改
善

身
近
な
生
活
道
路
の
整
備
・改
善

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
充
実

下
水
道
の
整
備

河
川
や
た
め
池
の
環
境
整
備

商
業
地
の
整
備
・改
善

工
業
団
地
な
ど
の
整
備

老
朽
住
宅
な
ど
が
密
集
す

る
地
区
の
改
善

低
廉
で
良
質
な
公
営
住
宅
等
の
供
給

そ
の
他

無
回
答

身
近
な
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備

自
然
や
歴
史
に
ふ
れ
あ
え
る
場
の
整
備

安
全
で
快
適
な
歩
行
者
道
や

自
転
車
道
の
整
備

介
護
施
設
や
保
育
所
な
ど

の
福
祉
施
設
の
整
備

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
通

り
や
す
い
歩
道
な
ど
の
整
備

小
・中
学
校
に
お
け
る
施
設
の
改
善

図
書
館
や
生
涯
学
習
施
設
な
ど

の
文
化
施
設
の
充
実

公
民
館
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
充
実

ま
ち
な
み
景
観
の
向
上

防
犯
対
策
と
し
て
の
避
難
場
所

や
避
難
路
の
確
保

森
林
や
農
地
の
保
全
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（4）自由意見 

 自由意見で最も意見が多かったのは道路・交通で６１４件（４２．８％）、次いで、福

祉１２１件（８．４％）、まちづくり全般１０５件（７．３％）、産業１０２件（７．１％）、

公園・緑地８５件（５．９％）、公共交通７８件（５．４％）、生活環境６３件（４．４％）

などとなっています。 

 

11.3% 

13.3% 

11.7% 

9.8% 

11.3% 

10.8% 

10.1% 

10.0% 

78.9% 

75.6% 

79.9% 

82.3% 

80.0% 

77.9% 

80.4% 

60.0% 

4.6% 

4.4% 

5.3% 

3.0% 

2.5% 

6.3% 

4.2% 

1.2% 

0.9% 

1.1% 

1.2% 

2.5% 

1.8% 

0.6% 

4.0% 

5.8% 

1.9% 

3.7% 

3.8% 

3.2% 

4.8% 

30.0% 

凡例

全体（n=1133）

下田周辺地区（n=225）

五位堂周辺地区（n=264）

二上周辺地区（n=164）

関屋周辺地区（n=80）

志都美周辺地区（n=222）

鎌田・三和周辺地区（n=168）

無回答（n=10）

市
（行
政
）が
中
心

に
な
っ
て
進
め
る

住
民
と
市
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
る

住
民
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
る

そ
の
他

無
回
答

Ⅰ 都市の現状と動向 
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（3）まちづくりの進め方について 

１）全体 
 まちづくりの進め方は「住民と市が一体となって進める」が７８．９％と突出してお

り、多くの市民が住民と行政による協働のまちづくりを望んでいることがうかがえます。 

２）居住地別 
 「住民と市が一体となって進める」は二上周辺地区が８２．３％と最も高く、その割

合が比較的低い下田周辺地区（７５．６％）では、「市（行政）が中心となって進める」、

志都美周辺地区（７７．９％）では、「住民が中心となって進める」の割合が相対的に

高くなっています。 

３）年齢別 
 ６０歳代で「住民と市が一体となって進める」の割合が特に高く、「住民が中心となっ

て進める」の割合は１０歳代、２０歳代、３０歳代の割合が高くなっています。 

 一方、「市（行政）が中心に進める」は１０歳代、２０歳代、３０歳代で多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

16.9% 

18.2% 

13.6% 

17.1% 

22.5% 

21.2% 

11.9% 

20.0% 

30.0% 

27.1%

32.6% 

23.8%

43.8% 

21.2% 

42.3% 

10.0% 

30.4% 

29.8% 

23.9% 

30.5% 

22.5% 

48.2% 

22.0% 

20.0% 

14.2% 

14.2% 

8.7% 

20.1% 

33.8% 

9.0% 

15.5% 

5.7% 

7.1% 

7.2% 

7.3% 

4.1% 

5.4% 

13.6% 

11.1% 

15.2% 

16.5% 

16.3% 

11.3% 

13.1% 

20.0% 

2.0% 

1.3% 

2.7% 

1.8% 

2.7% 

2.4% 

8.2% 

9.8% 

11.0% 

9.1% 

5.0% 

5.4% 

6.5% 

3.8% 

2.7% 

6.4% 

1.8% 

1.3% 

2.3% 

6.5% 

19.6% 

17.8% 

20.8% 

27.4% 

18.8% 

19.4% 

13.1% 

20.0% 

6.5% 

6.7% 

5.3% 

6.7% 

6.3% 

8.1% 

6.0% 

10.0% 

37.1% 

46.2% 

37.5% 

29.9% 

18.8% 

41.0% 

35.7% 

20.0% 

26.6% 

25.8% 

25.0% 

23.8% 

35.0% 

24.3% 

32.1% 

20.0% 

20.1% 

20.0% 

15.9% 

15.2% 

21.3% 

23.9% 

27.4% 

11.7% 

12.0% 

15.9% 

15.2% 

10.0% 

6.8% 

8.3% 

20.0% 

10.2% 

13.3% 

10.2% 

11.0% 

8.8% 

11.7% 

4.2% 

7.1% 

7.6% 

7.2% 

6.7% 

3.8% 

6.8% 

7.7% 

20.0% 

4.9% 

3.1% 

6.4% 

5.5% 

2.5% 

6.8% 

3.0% 

16.3% 

15.1% 

17.0% 

13.4% 

15.0% 

16.2% 

20.8% 

10.0% 

4.9% 

3.6% 

4.5% 

7.3% 

2.5% 

4.5% 

6.0% 

10.0% 

1.7% 

1.3% 

3.0% 

1.8% 

2.5% 

0.9%

0.6% 

1.0% 

0.4% 

0.8%

0.6%

2.5% 

1.2% 

30.0% 

凡例

全体（n=1133）

下田周辺地区（n=225）

五位堂周辺地区（n=264）

二上周辺地区（n=164）

関屋周辺地区（n=80）

志都美周辺地区（n=222）

鎌田・三和周辺地区（n=168）

無回答（n=10）

国
道
や
県
道
な
ど
の
幹
線
道
路

の
整
備
・改
善

身
近
な
生
活
道
路
の
整
備
・改
善

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
充
実

下
水
道
の
整
備

河
川
や
た
め
池
の
環
境
整
備

商
業
地
の
整
備
・改
善

工
業
団
地
な
ど
の
整
備

老
朽
住
宅
な
ど
が
密
集
す

る
地
区
の
改
善

低
廉
で
良
質
な
公
営
住
宅
等
の
供
給

そ
の
他

無
回
答

身
近
な
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備

自
然
や
歴
史
に
ふ
れ
あ
え
る
場
の
整
備

安
全
で
快
適
な
歩
行
者
道
や

自
転
車
道
の
整
備

介
護
施
設
や
保
育
所
な
ど

の
福
祉
施
設
の
整
備

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
通

り
や
す
い
歩
道
な
ど
の
整
備

小
・中
学
校
に
お
け
る
施
設
の
改
善

図
書
館
や
生
涯
学
習
施
設
な
ど

の
文
化
施
設
の
充
実

公
民
館
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
充
実

ま
ち
な
み
景
観
の
向
上

防
犯
対
策
と
し
て
の
避
難
場
所

や
避
難
路
の
確
保

森
林
や
農
地
の
保
全
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